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■ 新技術の概要
細胞融合に関与するヒトタンパク質から新規の膜透過促進ペプチドを同定した。このペ
プチドを連結したタンパク質はヒト培養細胞内に高効率で送達されることから、ヒト細
胞内へのタンパク質導入を必要とする基礎研究やドラッグデリバリーシステムなどの応
用研究に貢献することが期待できる。

　
■ 従来技術・競合技術との比較
これまでにタンパク質や核酸の細胞質送達に広く用いられていたTATなどの細胞透過
性ペプチドと比較して、（1）細胞質への送達効率が高く、（2）医薬品に応用する場合、
免疫原性の懸念が少なく、さらに、（3）細胞選択性を付与しやすい、という点に優位性
がある。

　
■ 新技術の特徴
•このペプチドは、タンパク質などの生体高分子を従来よりも数十倍効率よくヒト培養
細胞内に導入できる。

•このペプチドはヒト由来なので、医薬品に応用する場合、異物として認識される恐れ
が少ない。

•このペプチド単独では細胞膜と強く相互作用しないので、細胞選択マーカーに結合す
る抗体やリガンドと組み合わせることで、将来的に細胞選択的DDSへの応用も期待で
きる。

　
■ 想定される用途
•分子細胞生物学の基礎研究におけるタンパク質（抗体、ペプチド、転写因子など）の
細胞内導入試薬

•細胞質の疾患標的に対するバイオ医薬品（抗体、ペプチド、核酸など）の（細胞選択的）
デリバリーシステム
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